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第11回　 フランスの旅から
さか い とし のり

酒井 ITビジネス研究所 代表　酒 井　寿 紀

ベースキャンプ方式で

　今年の5月から6月にかけて、女

房と二人でフランスへ行ってきま

した。まず、トゥールーズで5泊し、

そこをベースキャンプにして、日

帰りでカルカッソンヌ、アルビ、カ

オールという中世の建造物が残っ

ている地方都市に行きました。そ

のあと、パリで5泊して、プロヴァ

ンとフォンテンヌブローというと

ころへ行きました。

　以前、イタリアで、鉄道の途中

下車を使って地方都市をいくつか

訪れたことがありますが、ヨー

ロッパでこういう一筆書きの旅を

するのは大変でした。日本と違っ

て、かなり大きな駅でもエレベー

タやエスカレータがなく、また、プ

ラットフォームと列車の床の高低

差が大きいため、大きな荷物を

持って鉄道を利用するのは容易で

はないからです。そのため、最近

はベースキャンプ方式に切り替え、

飛行機で行けるところをベース

キャンプにして、そこから鉄道で

1時間程度で行ける範囲を日帰り

で訪ねることにしています。

　訪問先のうち、カルカッソンヌ、

プロヴァン、フォンテンヌブロー

は世界文化遺産になっています。

アルビやカオールにも大変古い建

造物が残っています。これらの街

を見て、スケッチを描くのが今度

の旅行の主目的でした。一例とし

て、カルカッソンヌで描いたス

ケッチをこのページに掲げておき

ます。今回は、文化遺産の話は別に

して、このフランス旅行で感じた

ことをいくつかご紹介しましょう。

ヨーロッパの天候にご用心！

　今までの経験から、ヨーロッパ

の5月、6月は天気がよく夏に近い

ような日が多いという感じを持っ

ていました。というのは、たとえ

ば、以前6月にデンマークのコペン

ハーゲンに行ったときは、北緯56

度で樺太の北端よりさらに北だと

いうので、かなり寒いのではない

かと思っていたところ、東京近辺

と変わらない気温で、ショートパ

ンツにランニングシャツでジョギン

グしている人がいて大変驚きまし

た。また一昨年、5月末からスペイ

ンに行ったときは、連日35度の暑

さで、日差しも強く閉口しました。

　ところが今回、出発前にイン

ターネットでヨーロッパの天気予

報を調べると、今年は気温が低く

雨続きでした。トゥールーズでの初

日は一日中土砂降りで、スケッチど

ころではありませんでした。次の日

はカルカッソンヌに行ったのです

が、気温が12～13度しかない上に

風が強く、念のために持っていった

セーターを着て震えながらスケッチ

を描いていました。それが7月下旬

には、45度まで気温が上がったとこ

ろがあり、何百人も死者が出たと

いうのです。どうも最近のヨーロッ

パの天候は極端にぶれるようです。

ノートパソコン大活躍

　海外へ出かけるときは、いつも

ノートパソコンを携行します。主

目的がスケッチなので、雨だと仕

事になりませんから、毎日Yahoo！

の天気予報で各地の翌日の天気を

調べ、一番天気がよさそうなとこ

ろへ出かけました。Yahoo！ には

世界各地の小さい都市の天気予報

まで出ているので助かりました。

　今までヨーロッパのホテルでは

電話回線でインターネットにつな

いでいましたが、今回はトゥー

ルーズのホテルでも、パリのホテ

ルでも無線LAN が使え、快適に

ウェブを閲覧することができまし

た。ブロードバンドの普及でウェ

ブのページがどんどん重くなってカルカッソンヌにて
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いるので、これからは旅行先でも

無線LANなどの高速通信インフラ

が不可欠になるでしょう。

　テレビのフランス語のニュース

は分らないので、ニュースはもっ

ぱらインターネットで見ていまし

た。ある日CNNのサイトのトップ

ニュースに松岡農水相自殺の記事

が写真入で出ていて大変驚きまし

た。インターネットのおかげで、昔

のように帰国したときに浦島太郎

状態になることはなくなりました。

英語を話す人激増

　フランス人はプライドが高く、

英語を話せても話さないと昔から

言われています。私の経験でも、フ

ランス語圏であるジュネーブのあ

るレストランに英語で予約の電話

を入れたところ、「フランス語を話

せ！」と言われて驚いたことがあ

ります。ジュネーブのような国際

都市で、しかも日本の旅行会社が

契約しているレストランでさえこ

の有様でした。

　ところが今回は、英語を話す人

が増えたのに驚きました。フラン

スの国鉄の窓口の人、レストラン

のウェイターやウェイトレス、店

屋の従業員など、かなりの人が英

語を話すようになっていました。

仕事上英語の必要性に迫られて、

フランスでも外国人を相手にする

ときは英語を使うのが普通になり

つつあるようです。「フランス語は

世界一きれいな言語だ！」とうそ

ぶいていた時代は過去のものとな

りつつあるようです。

「私、日本大好き！」

　カルカッソンヌの旧市街のレス

トランで昼食をとっていたとき、

若いウェイトレスが「日本人です

か？」と聞くので、「そうだ」と答

えると、両腕を胸の前で組み合わ

せて、「私、日本大好き！」と飛び

上がらんばかりに喜ぶので、こっ

ちの方がビックリしてしまいまし

た。「日本の何が好きなの？」と聞

くと「マンガ、料理」とのこと。カ

ルカッソンヌのような地方都市に

も日本料理屋があるのだそうです。

どんなマンガがフランスではやっ

ているのか興味があったのですが、

何せ私の知っている日本のマンガ

といえば「のらくろ」、「サザエさ

ん」、「鉄腕アトム」ぐらいで、最近

のものはまったく知らないし、私

のフランス語は複雑な話には耐え

られないのであきらめました。そ

のウェイトレスはなんと背中に

「日本」と漢字で刺青までしてい

て、尋常一様な日本ファンではあ

りませんでした。最近の「マンガ」、

「アニメ」、「カラオケ」などの輸出

で、欧米と日本の文化面での貿易

収支の帳尻も少しは均衡状態に近

づいたのではないでしょうか？

　パリで日本趣味を取り入れたと

いうレストランに行ってみました。

そこの天井には、芸者が寝そべっ

ていて、はだけた裾から太ももま

で見える姿が天井いっぱいに描か

れていました。そして、日本料理の

薄味を取り入れたらしい魚料理は

まったく味のないものでした。こ

ういうレストランがパリの一等地

で大繁盛しているのは、まったく

理解できませんでした。日本文化

の輸入は結構なのですが、悪趣味

やまがいものの輸入には困ったも

のです。

日曜はダメよ

　パリから日帰りでフォンテンヌ

ブローへ行きました。もちろん世

界遺産の宮殿を見るのも目的の一

つでしたが、もうひとつ、そこから

近いバルビゾンという小さな町に

行ってみたいと思っていました。こ

こには、ミレー、コローなどの有名

な画家が何人も住んでいたことがあ

り、現在もその住居跡が見られるか

らです。そこで、フォンテンヌブ

ローの宮殿の前の観光案内でタク

シーを呼んでもらうことにしまし

た。そこの女性は親切で、タクシー

業者に片っ端から電話をかけてく

れたのですが、結局1台もつかまら

ず、バルビゾン行きはあきらめまし

た。日曜日のためどこも休みだとい

うことでした。やはりフランス人は

働くことより休むことを優先してい

るのだと再認識しました。サルコ

ジ新大統領は、「フランス人はもっ

と働け！」と言っていますが、働か

ない習慣が身にしみついてしまっ

ているので、短期間に変えること

は至難の業だと思います。　　 ■

著 者 紹 介

酒 井　寿 紀
酒井ITビジネス研究所

代 表
（E-mail：webmaster@toskyworld.com）

ウェブサイト「Tosky World」
http://www.toskyworld.com/
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東洋紡績（株）敦賀事業所の排水監視システムに
採用されたMsysNetシステム

　今回は、東洋紡績（株）敦賀事業所

の排水監視システムにご採用いただ

いたMsysNetシステムについて、シ

ステム構築を担当された（株）日新メ

ンテナンスを訪問し、同社敦賀事業

所主任平田国幸様にお話を伺いま

した。

　（株）日新メンテナンスは創業以

来、工場の電気設備、制御設備のメ

ンテナンスについて豊富な実績を培

い独自の技術を育んでこられまし

た。

　現代の工場は、その大部分が電気

の力で動いているといっても言い過

ぎではありません。最新鋭の製造設

備は、そのすべてが電気で動き、

いったん電気がストップすればたち

まち工場の機能は停止してしまいま

す。

　（株）日新メンテナンスでは、製品

製造のための生産設備から始めて、

受発電設備、あるいはボイラ設備、

空調機器、環境設備など各種のユー

ティリティにいたるまで、工場が必

要とするあらゆる設備について定期

点検や日常の保守点検、故障の際の

修理、また電気・計装設備のエンジ

ニアリングなどを幅広く手がけてお

られます。

　一方、エレクトロニクス技術の飛

躍的な進歩を背景に、生産現場の自

動化・省力化がめざましい勢いで進

み、センサ、PLC、コンピュータな

どの制御設備がいまや工場のFA化

になくてはならないものになってい

ます。

　（株）日新メンテナンスは、このよ

図2　東洋紡績（株）敦賀事業所の排水監視システム

図1　監視用パソコン
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東洋紡績（株）敦賀事業所の排水監視システムに
採用されたMsysNetシステム

うな新しい分野のメンテナンスにつ

いても豊富な実績と経験を積み重

ね、取引先の皆様から高い評価を受

けています。

　　［ ］排水監視システムをご採用

になった経緯をお教えください。

　　［平田］お客様（東洋紡績（株）敦

賀事業所）では、主に工業用／包装用

フィルム、機能樹脂用素材のポリマ

などを製造されています。そして、

従来は各設備から排出される排水の

監視はそれぞれの設備単位で行われ

ていました。　

　工場で発生した排水は、必要な処

理を施した後、河川に排出されてい

ます。しかし、たとえばpH値などが

異常値のまま排出されれば大問題で

す。そこで河川の環境を考えた危機

管理を目的として、各設備から排出

される排水の集中監視システムの採

用が検討されました。

　　［ ］排水監視システムではどの

ような項目を監視されていますか。

　　［平田］TOC（To t a l  O rgan i c

Ca r bon）、TOD（To t a l  Oxygen

Demand）、pH、油膜、導電率を監視

しています。各測定値に上限あるい

は下限値を設定し、異常が発生する

と警報を出力します。

　監視箇所で異常が発生すると、排

水溝の堰を閉めて、河川への排出を

止めるようにしています。

　このとき、全工場のすべての排水

を止めてしまうと、排出先である河

川の水位が低下してしまいます。水

位が低下することで河川に生息する

生物に影響を及ぼすことが考えられ

ます。このため、異常が発生してい

る系統の排水溝の堰だけを閉め、異

常が発生していない系統について

は、排水をそのまま継続します。こ

のように、環境に対して配慮してい

ます。

　また異常が発生すると、各責任者

に通報して招集するようになってい

ます。

　異常通報で招集された方々によっ

て、監視操作ソフト（形式：SFDN）

の監視画面をプロジェクタに投影さ

せ、対策会議などが行われていま

す。

　　［ ］今回の監視システムに

MsysNetシステムをご採用いただ

いた経緯をお教えください。

　　［平田］集中監視を検討するにあ

たり、監視用のパソコンがダウンす

ることによってシステム全体が止

まってしまっては大問題です。そこ

で、現場側で独立した制御が行える

製品を探していたところ、MsysNet

システムの存在を知りました。

　MsysNetシステムの各ユニット

は、ユニット毎にCPUを搭載してい

てユニット単位で制御が行えるこ

と、NestBus、L-Busなどの通信ネッ

トワークも自立分散方式であるた

め、パソコンがダウンしても各ユ

ニット側で制御が行えること、さら

にシステムの拡張が容易に行えるこ

とが採用のポイントでした。

　なお、検討当初にはPLCを使用し

たシステムについても考えていまし

た。しかし、以前お客様の設備で

PLCネットワークを使用したシステ

ムが雷害に見舞われ、大変困った経

験があったとのことで、PLCを使用

したシステムは却下されました。

　MsysNetシステムを導入して数

年経過していますが、雷害による大

きな被害は出ていないため、お客様

からお褒めの言葉をいただいていま

す。

　　［ ］MsysNetシステムをご採用

いただいていかがでしたか。

　　［平田］ご説明したとおり、異常

が発生すると異常通報によって関係

者が招集されます。この際誤報があ

ると大きな無駄が生じてしまいま

す。MsysNetシステムでは、計器ブ

ロックを組み合わせることによっ

て、より正確な異常警報を出すこと

ができ、信頼性が高いとお客様には

大変好評です。また、容易に増設で

きることも大変好評です。

　今後も排水監視に当たって、より

詳細な部分の監視を行いたいという

お客様からのご要望が出ているた

め、増設が容易なMsysNetシステム

を採用して良かったと思っていま

す。

　現在は、監視操作ソフトウェアと

して監視操作ソフト（SFDN）を採用

していますが、将来はSCADALINX

へリプレースすることも検討されて

います。

　 ［ ］お忙しいところ、ありがと

うございました。　　　　　 　 ■

（株）日新メンテナンス
敦賀事業所

主任
平田 国幸 様

 本稿のシステムについての照会先：
　（株）エム・システム技研
　システム技術部
　TEL. 06-6446-0040
　FAX. 06-6446-0307

＊MsysNet、SCADALINXは、（株）エム・システム技
　研の登録商標です。

図3　分析計器盤
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は じ め に

　エム・システム技研は各種の計

装用機器をご提供してきました。

そして、PCスペック形変換器も多

数存在するようになり、これら製

品の中にはパソコンを用いてコン

フィギュレーションを行うものも

多数含まれています。

　今回、エム・システム技研製の

リモートI／Oや変換器とパソコン

のUSB（Universal Serial Bus）端子と

を接続するケーブル「USB対応、ス

テレオジャック用 コンフィギュ

レータ接続ケーブル（形式：COP-

US）」と「USB 対応、モジュラ

ジャック用 コンフィギュレータ接

続ケーブル（形式：COP-UM）」を

新たに開発したので、ここにご紹

介します。

1．PCスペック形
変換器について

　エム・システム技研は、当初、ア

ナログ信号の変換処理に特化して

独特の市場を形成し、新しい電子

技術を実用化することで、様々な

製品を世に送り出してきました。

　アナログ形の変換器から発展さ

せてPCスペック形変換器を開発

し、小形ながら各種パラメータの

設定や変更をユーザーサイドで容

易に行えるだけでなく、高速演算

機能を活かした高機能のセンサ入

力用変換器、特性変換器、パルス

変換器などを実現しました。各種

パラメータの設定・変更が現場で

可能になったことによって、保守

用の変換器のユーザーにおける在

庫を大幅に削減できるというメ

リットも生まれました。

　もともとPCスペック形変換器

では、プログラミングユニット（形

式：PU-2A）を使ってコンフィギュ

レーションを行うのが主流でした。

しかし、パソコンの価格低下が進

み普及するにつれて、よりグラ

フィカルなコンフィギュレーショ

ンツールとしてパソコンが使われ

るようになりました。これに伴っ

てコンフィギュレータソフトウェ

ア注）、RS-232-C に接続するコン

フィギュレータ接続ケーブル（形

式：MCN-CON）、プログラミング

ユニットインタフェース用 RS-

232-Cレベル変換器（形式：COP2）

などの諸製品をご提供するように

（株）エム・システム技研　開発部

USB対応、コンフィギュレータ接続ケーブル
ステレオジャック用（COP-US）、モジュラジャック用（COP-UM）

図1　コンフィギュレータ接続ケーブルを使用したパソコンと変換器の接続例

超薄形変換器
M6Dシリーズ（PCスペック形）

USB対応、ステレオジャック用
コンフィギュレータ接続ケーブル（形式：COP-US）

コンフィギュレータ画面

パソコン
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USB対応、コンフィギュレータ接続ケーブル
ステレオジャック用（COP-US）、モジュラジャック用（COP-UM）

なりました。

2．COP-US、COP-UM
の特長

　（1）USB対応

　最近のパソコンでは、USBの普

及に伴ってシリアルポート（COM

ポート、EIA-232、EIA-574）をもた

ないパソコンも一般になってきて

います。とくにノートパソコンで

は、これらのレガシーポートを

もっていない製品が標準的になり、

さらにはデスクトップパソコンで

も珍しくなくなってきました。

　USBは、従来からあったパラレ

ルポートやシリアルポート、PS／2

キーボードなどのいわゆるレガ

シーポートと呼ばれる各種のイン

タフェースをなくして、外部機器

の接続を一つの高速シリアルバス

に集約するためのインタフェース

であり、一般に3種類（ロースピー

ド、フルスピード、ハイスピード）

の伝送スピードモードをもってい

ます（表1）。

　USBに対応したステレオジャッ

ク用（COP-US）とモジュラジャッ

ク用（COP-UM）のコンフィギュ

レータ接続ケーブルを使用するこ

とによって、シリアルポートをも

たないパソコンを使用する場合に

も、USB－シリアル変換器を使用

する必要がなくなります。

　USB規格バーションには1.1から

対応し、伝送スピードモードはフル

スピード、パソコン用OSについて

はWindows 2000、Windows XP、

Windows Vistaに対応しています。

　COP-US、COP-UMとエム・シ

ステム技研製のコンフィギュレー

タソフトウェアを組み合わせるこ

とによって、パソコンを使っての

表1　USBの伝送スピードモード

注）コンフィギュレータソフトウェアは、
エム・システム技研のホームページ
（http://www.m-system.co.jp/）から無償で
ダウンロードしていただけます。

パラメータの設定やモニタリング

が可能になります。

　（2）絶縁対応

　本製品は、USBバスパワーを2次

側に供給することによって、アイ

ソレーション機能（耐圧500V）をも

たせています。したがって、パソ

コンから変換器へのノイズを防ぎ、

ノイズ環境が悪かったとしても安

心してコンフィギュレーションを

実行できます。

お わ り に

　今回ご紹介した、USB対応のス

テレオジャック用 コンフィギュ

レータ接続ケーブル（COP-US）と

USB対応のモジュラジャック用 コ

ンフィギュレータ接続ケーブル

（COP-UM）では、絶縁耐圧が共に

500Vです。これを実現するには、

トランスやフォトカプラなど、占

有面積の広い部品を使用しなけれ

ばならないため、小形化を目指し

て回路構成をシンプルにし、部品

点数を少なくすることに大変苦労

しました。

　また回路設計だけでなく、筐体

の加工やハーネスの設計でも様々

な壁にぶつかり、物作りの難しさ

を感じました。初めて開発目標を

満たす製品が実現できたときの喜

びには忘れられないものがありま

す。

　今後も、お客様に喜んでいただ

ける製品を開発して参ります。ど

うぞ、エム・システム技研製品を

よろしくお願いします。　　 　■

35

約 1000 60 約 500

φ2.5 

35

約 1000 60 約 500

■ ステレオジャック用　COP-US

■ モジュラジャック用　COP-UM

（単位：mm）

（単位：mm）

図2　COP-USとCOP-UMの外形寸法図

　 スピード 最大転送速度 主な用途

ロースピード 1.5Mbps キーボード、マウスなど

フルスピード 12Mbps オーディオ、マイクロフォンなど

ハイスピード 480Mbps ストレージ機器、画像入力装置など
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● こんなことがしたいが何かいい方法はないか
● すぐに変換器がほしい
● 製品の接続がわからない
● 資料を読んでも内容がわからない
● 納入された製品が動かない

● 定価を知りたい
● 納期を知りたい
● カタログ、資料がほしい
● セミナーに参加したい
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 変換器のことなら何でもお電話ください。すべてのご要望に 

このような 
経験があり 

ホットラインフリーダイヤル
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野村　昌志

　工場内電算室に設置さ

れているコンピュータの

温度監視を行っています。

担当者がコンピュータ室に常時在席しているわ

けではないので、担当者が携帯する社内PHSに

温度の異常を音声通報したいと考えていますが、

何かよい方法はありませんか。なお、温度の警報

設定値はあらかじめ設定されています。

　異常通報装置として、

小形信号監視ロボットて

れまる（形式：TLO）注）のご

採用を提案します。TLOは接点信号入力（Di 8点）

によって動作し、担当者が携帯する社内PHS（最

大4箇所）に対して、あらかじめ登録された音声コ

メントによる通報が可能です。また構内の内線電

話へも通報できます。なお、異常通報信号として

アナログ信号（DC1～5V）を送りたい場合はてれ

とーく（形式：TLA）注）をご利用ください。【井上】

　工場内に配置された複

数の制御盤間で、PLCか

らEthernetによって機器

間通信を行っています。LANケーブルの避雷対策

も含めてスイッチングハブを使用したいと考えて

いますが、何かよい具体案を提示願えませんか。

 　8ポートスイッチング

ハブ（形式：SHSP）のご採

用を提案します。SHSPに

は全ポートに避雷機能が施され、耐電圧について

ポート線間1kV注）、ポート－グラウンド間10kV注）

の性能を備えています。また、内蔵避雷素子の劣

化（寿命短縮）状態を3色のLEDで表示すると同時

に警報接点信号を出力します。したがって、交換

時期、破損状態、停電などの遠隔監視が可能です。

本体機器のステータスについても正常時は緑、機

器異常時は赤でLED表示します。SHSP本体は

DINレール取付けが可能で、耐環境性に優れた産

業用のスイッチングハブです。　　　　【野田し】

　0～ 100m3のガス流量

信号1点を記録計に取込

み、表示記録していま

す。その信号の詳細を監

視・確認するために、10m3レンジごとに拡大表

示したいのですが、よい方法はありませんか。

図1

図2

 *てれまる、てれとーくは、（株）エム・システム技研の登録商標です。

注）適用電話回線：一般公衆回線（2線式）またはPBXの内線電
話（NTT仕様：極性反転機能が必要）

注）雷サージ波形

内線電話

PC PC

てれまる
 TLO

温度警報

社内PHS 社内PHS

Di

電算室

Ethernet

屋内配線
で安心！

電磁波に対して
遮蔽は十分かな？

屋内配線にも避雷対策は必要屋内配線にも避雷対策は必要

8ポート
スイッチングハブ
（形式：SHSP）
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 お応えできます。クレームについても対応します。

 悩みをかかえた
 ませんか？

そんなときはエム・システム技研の お客様窓口

「ホットラインテレフォンサービス（フリーダイヤル）」を

ご利用ください。お客様の大切なお時間を節約します。    

インターネットホームページ　http：//www.m-system.co.jp/
ホットライン Eメールアドレス　hotline@m-system.co.jp
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尾上　泰三

　2 点入力用のチャート

レ ス 記 録 計（ 形 式 :

73VR2102）のご採用を提

案します。73VR2102で

は、取り込んだ信号に対して演算を施し、演算結

果を最大12ペン分表示できます。具体的には演

算式「（K1X1）＋（K2X2）＋A1」を使い、K1＝1、K2

＝0、A1＝0としておきます。X1、X2をそれぞれ

入力ペン1に割付けると、演算結果は入力ペン1

と同じ信号が表示されることになります。演算ペ

ンを10個設定し、演算ペン1～10のプロット範

囲をそれぞれ0～10m3（演算ペン1）、10～ 20m3

（演算ペン2）、20～30m3（演算ペン3）…80～90m3

（演算ペン9）、90～100m3（演算ペン10）とするこ

とにより、たとえば演算ペン1は0～100m3のう

ち、0～10m3の範囲を拡大表示できます。 　【林】

図4図3

　無線テレメータシステ

ムの選定・採用を検討し

ています。送信する信号

点数は、アナログ2点、デ

ジタル4点の片方向通信で、通信距離はおよそ

500mです。できるだけ安価にシステムを構築し

たいのですが、適当な機器はありませんか。

　テレメータ D3 シリー

ズと無線データ通信モデ

ム（形式：RMD2）を組み

合わせたシステムをおす

すめします。テレメータ D3 シリーズに、無線

データ通信モデムに対応したモデムインタ

フェースカード（形式：D3-LR1）および必要な点

数の入出力カードを、マスタ局（親局）とスレー

ブ局（子局）それぞれのスロットでペアになるよ

うに設置します。あとは、ディップスイッチを設

定するだけで、簡単に無線テレメータシステム

を構築できます　　　　　　　　　　　　【尾上】

テレメータ
D3シリーズ

マスタ局（親局）

・モデムインタフェースカード
  （形式：D3-LR1） 
・直流電流出力カード
  （形式：D3-YS4）
・接点出力カード
  （形式：D3-DC16）
・電源カード（形式：D3-PS1）
・ベース（形式：D3-BS04）  

テレメータ
D3シリーズ

スレーブ局（子局）

・モデムインタフェースカード
  （形式：D3-LR1）
・直流電流入力カード
  （形式：D3-SS4）
・接点入力カード
  （形式：D3-DA16A）
・電源カード（形式：D3-PS1）
・ベース（形式：D3-BS04）  

無線データ  
通信モデム  

（形式：RMD2）

専用ケーブル  
（形式：DCN-9） DCN-9

RMD2

「入力ペン：01」（赤）の信号に対して、「演算ペン：03」（黄緑）が
  20～30m3のプロット範囲で表示

  現在の値（入力ペン：01）＝ 21.4m3

  拡大ペンの値（演算ペン：03）＝ 21.40m3　
  目盛範囲は20～30m3で表示

「演算ペン：03」
  の信号

「入力ペン：01」
  の信号

（画面の目盛は「演算ペン：03」のスケールで表示中）

「演算ペン：04」

「演算ペン：07」
  の信号

～

「演算ペン「演算ペン：0101」
    の信号の信号

「演算ペン「演算ペン：0202」
    の信号の信号

「演算ペン：01」
  の信号

「演算ペン：02」
  の信号
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　OPC注1）は、異なるベンダーの機器

間でデータ交換を実行できるインタ

フェース仕様として世界中に普及し

ている新しい技術です。今回は、
ス キ ャ ダ リ ン ク ス プ ロ

SCADALINXpro HMIパッケージ（形

式：SSPRO4）のOPCへの対応につい

てご紹介します。

　OPC foundationは、オートメーショ

ンにおける相互運用性を実現する通

信インタフェースを開発、普及するた

めの機関として1996年にアメリカで

発足しました。また同年、日本でも日

本OPC協議会がスタートしています。

　OPCは、OLE（Object Linking and

Embedding）クライアントとOLE

サーバ間のオブジェクト連携を可能

にしているマイクロソフト社が開発

した連携技術をベースに、Ethernet

（製造業オートメーションにおける

監視制御システム内の制御用ネット

ワーク）上の共通インタフェースド

ライバの仕様作成から始まり、新た

な技術に対する対応も続けていま

す。表1はOPC Foundationからリリー

スされているOPC仕様の一覧です。

日本OPC協議会 技術部会では、これ

らの仕様の日本語概説書を作成し、

一般に公開しています。

　OPCの技術は、OPC-DAを中心と

して世界的に普及が進み、今や欧

州、北米、日本、中国、東南アジア

などの工場で多く採用されていま

す。とくにPCを使用した監視システ

ム（SCADA：Supervisory Control and

Data Acquisition）と制御機器（PLCな

ど）との通信、またはPC間のデータ

通信などに多く採用され、PCを含む

マルチベンダー機器間でのデータ交

換を実現する一般的な技術として認

知されています。

　次に、OPCの中で最も多く利用され

ているOPC-DAについて説明します。

　OPC-DA（Data Access）はクライア

ント／サーバ形の構成をとって、各

計測制御機器とアプリケーションを

接続します。OPC-DAは制御データ

の同期／非同期の読込／書込み、デー

タ変化通知などの機能をもってい

て、OPCの中心的な機能を提供する

仕様です。標準インタフェースとし

て利用することで、マルチベンダー

環境も実現します。アプリケーショ

ンは、C++、Visual BasicあるいはVBA

を利用して開発できます。Visual Ba-

sic で開発したアプリケーションと

OPCサーバを接続する際には、OPC

サーバのベンダーが提供するオート

メーションラッパーを介して接続を

行います。Visual Basic .NETやC#な

どの.NET Frameworkをベースとして

アプリケーションを構築する際には、

OPCが提供する .NETラッパーを利

用することができます。

　エム・システム技研では、ソフト

ウェア製品であるSCADALINXpro

HMI パッケージ（SSPRO4）がOPC

サーバ／クライアントに対応する製

品になります。SCADALINXproは、

リモートI／O R3シリーズのほか各

種PLCなど計70機種に対応したOPC

／DDE注2）通信サーバです。1ライセ

ンスで 70 機種すべてに接続できま

す。複数台の大規模なシステムにも

対応できます。OPC／DDEクライア

ント機能により、複数台のOPC／DDE

サーバを1つのOPCサーバにまとめ

ることもできます。現場サイドで集

中監視しているシステムに関しては、

上位生産管理システムへデータ通信

する用途でOPCに対応させたいとの

お話しが多数ありますが、この

SCADALINXproを使用することに

よって実現できます。　　　　　■

図1 OPC-DA

【（株）エム・システム技研システム技術部】

No.15

SCADALINXproHMIパッケージ
（形式：SSPRO4）のOPC対応について

表1　公開済みのOPC仕様一覧

注1）OPCについては、『エムエスツデー』誌
1997年10月号の「計装豆知識」でもご
説明しています。

注2）OPCに加えてDDEインタフェースにも
対応しているため、VBやExcelを使用
して、リモートI／OやPLCへアクセス
することもできます。

＊SCADALINXは、（株）エム・システム技研の登録
　商標です。

〈参考資料〉日本OPC協議会ホームページ：
　　　　　 http://www.opcjapan.org/　　OPC仕様  内　容

OPC-DA 2.0 リアルタイムデータのアクセス（Data Accessの略）
OPC-DA 3.0 DAの最新バージョン（.NET Framework に対応）

OPC-XML-DA 1.0
 OPC-DA 2.0とOPC-DA 3.0をサポートし、SOAPを利用するデータ交換に

 対応した仕様

OPC-DX 1.0
 工業用イーサネットを利用して、フィールド　ネットワーク間のデータ

 交換に対応した仕様
OPC-A＆E 1.1 アラームとイベントの通知（Alarm＆Eventsの略）
OPC-HDA 1.1 履歴データのアクセス（Historical Data Accessの略）
OPC-Batch 2.0 バッチ処理データのアクセス
OPC-Security 1.0 セキュリティ対策
OPC-Compliance DA 2.0、DA 3.0、AE 1.1に対応した適合性テストツール

OPC-DAサーバ

デバイス

OPC-DA
クライアント
（VB）

OPC-DA
クライアント
（C++）

OPC-DA
クライアント
（C#、VB.NETなど）

オートメーション
ラッパー

.NETラッパー

アプリケーション
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